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8. 大きさへの挑戦、 60MDaの2重殻ウイルスと 1GDa超のクロレラウイノレス
X 線結晶構造解析の最大の特徴は、大きい分子量を対象にできることと得られる構造の精
度の高さである。分子量摂界に挑戦する研究として、 1980年代後半から 60MDaの2重殻ウ
イノレスの講造解析に取り組んだ。スタートは決して遅くなかったが、 1990年代半ばに力が分
散したために、英国と米冨のグループロによる別種の2重殻ウイルスに先を越された。 2003年
にょうやっと中川さんが第1著者で Structure誌に最大の分子量の構造として報告できた。ど
こまで巨大な粒子が結品になることができるかが、結晶構造解析の限界を決める。これに挑
戦するために 1GDaを越えるクロレラウイルスの結晶化に取り組んでいる。
9. 若い研究者の果敢な挑戦 ボルトとギャップ結合
核膜子Lをはじめとする核輸送に関わる研究に取り組んでいる過程で、分子量が 10説 Daを
越える巨大なボ、ノレトiこ出くわした。 2002年に精製、結品化を開始して6年後に第1報を出す
ことができ， 2009年にその殻構造を Science誌に報告することができた。結胞間を藍接連結
して細胞間輪送に関わるギャップ結合チャネルは 2003年に研究を開始し、 2009年に隣り合
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「生物物理若手の会第。回夏の学校j
う2つの膜を貫通した状態の構造決定に成功し， Nature誌に掲載された。両研究ともにそれ
ぞれの分野の要石とも言える成果をもたらし、注目されている。ともにこの種の研究として
は異常に長い期間を要した訳ではないが，この間若い研究者が途中で論文を発表することな
く、粘り強く立つ高い意欲を持って研究を遂行することは容易なことではない。様々な環境
要因はこうしたことがより菌難な方向に向かっているように見える。先を見据えてじっくり
研究に取り組む若い研究者に敬意を表したい。
10. 蛋白質X隷結晶講造解析の果たすべき役割と将来
精密な構造〈電子密変)と巨大な構造を決定することによって生命の理解を深めることが、
X 線結晶構造解析に課せられた課題である。全く異なった方向のように思えるが，克服すべ
きことは、結晶化、回折実験，位相決定と共通している。精密構造解析では活性中心金罵の
d電子の電子密度分布の決定を行うことができる分解能の解析も射程に入りつつあるc
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